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皇
室
永
続
へ
の
道
を
熟
慮
さ
れ
た
上
皇
陛
下

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）

所

功

「
高
齢
譲
位
」
の
ご
意
向
と
実
現

上
皇
陛
下
は
日
本
国
憲
法
の
定
め
る
「
象
徴
」
の
在
り
方
を
常
に
自
問
自
答
し
な
が
ら
、
国
家
・
国
民
の
た
め
に
尽

く
し
て
来
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
国
民
の
大
多
数
か
ら
（
海
外
の
人
々
か
ら
も
）
皇
室
に
対
す
る
親
し
み
を
広
げ
、

敬
い
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
「
象
徴
と
し
て
の
務
め
」
を
天
皇
ご
自
身
が
担
い
続
け
る
こ
と
こ
そ
重
要
と
考
え
ら
れ
、
終
身
在
位
を
定

め
る
皇
室
典
範
に
対
し
て
、
高
齢
を
理
由
に
壮
齢
の
皇
太
子
殿
下
に
生
前
退
位
（
譲
位
）
す
る
ご
意
向
を
示
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
国
会
で
皇
室
典
範
の
特
例
法
が
制
定
さ
れ
、
平
成
三
十
一
年
＝
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

、
そ
れ
に
よ
っ
て
ス
ム

ー
ズ
な
世
代
交
代
が
実
現
さ
れ
た
。

皇
族
女
子
の
果
た
す
役
割

ま
た
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

皇
女
の
清
子
内
親
王
（

歳
）
が
黒
田
慶
和
氏
（

歳
）
と
結
婚
さ
れ
た
際
、
当
時
の
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「
宮
内
庁
幹
部
」
に
よ
れ
ば
、
「
結
婚
後
も
皇
室
に
（
皇
族
と
し
て
）
と
ど
ま
り
、
ご
両
親
を
支
え
て
ほ
し
い
と
願
い

準
備
し
た
が
、
か
な
わ
な
か
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
（
「
読
売
新
聞
」
令
和
七
年
五
月
十
五
日
朝
刊
）
。
天
皇
ご
自
身

も
お
誕
生
日
記
者
会
見
で
、
「
女
性
皇
族
の
存
在
は
、
そ
の
場
の
空
気
に
優
し
さ
と
温
か
さ
を
与
え
、
人
々
の
善
意
や

勇
気
に
働
き
か
け
て
く
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
皇
室
典
範
の
第
十
一
条
に
よ
る
皇
族
女
子
の
皇
籍
離
籍
に
再

検
討
を
暗
示
さ
れ
た
も
の
と
拝
察
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
平
成
十
七
年
に
小
泉
純
一
郎
首
相
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
「
皇
室
典
範
改
正
」
有
識
者
会
議
か
ら
皇
位
継
承
者

の
長
子
優
先
（
女
性
・
母
系
天
皇
容
認
）
案
と
皇
族
女
子
（
内
親
王
・
女
王
）
当
主
の
宮
家
創
設
案
を
提
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
翌
年
四
月
秋
篠
宮
家
に
悠
仁
親
王
が
誕
生
さ
れ
、
両
案
と
も
棚
上
げ
に
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
天
皇
は
、
皇
族
男
子
が
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ば
れ
る
と
共
に
、
皇
族
女
子
の
減
少
状
況
に

心
を
痛
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
御
意
向
を
代
弁
し
た
の
が
、
同
十
九
年
六
月
ま
で
十
年
余
り
侍
従
長
を
務
め
た

渡
邉
允
氏
で
あ
る
。

皇
族
女
子
の
宮
家
創
設
案

そ
れ
は
、
同
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

十
二
月
出
版
さ
れ
た
同
氏
著
『
天
皇
の
執
事
』
の
文
春
文
庫
版
に
加
筆
し
た
「
皇
室

の
将
来
を
考
え
る
」
と
題
す
る
長
い
後
書
き
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
「
例
え
ば
、
内
親
王
さ
ま
が
結
婚
さ
れ
て
も
、
新
し
い
宮
家
を
立
て
て
皇
室
に
残
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
よ
う
に
、
皇
室
典
範
を
手
直
し
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
」
「
こ
れ
は
一
日
も
早
く
解
決
す
べ
き
課
題
」
「
皇
位
継
承

に
関
す
る
決
定
は
現
状
の
ま
ま
に
し
て
・
・
・
将
来
の
世
代
が
決
め
る
べ
き
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
間
も
な
く
羽
毛
田
信
吾
宮
内
庁
長
官
か
ら
野
田
佳
彦
首
相
に
伝
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
女
性
宮
家
の
検
討
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
内
閣
の
交
替
に
よ
り
再
び
棚
上
げ
と
な
っ
た
が
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

六
月
の
「
皇
室
典
範
特

例
法
」
の
成
立
に
先
立
ち
、
国
会
（
与
野
党
）
の
全
員
で
「
附
帯
決
議
」
を
行
い
、
「
政
府
は
、
安
定
的
な
皇
位
継
承

を
確
保
す
る
た
め
の
諸
課
題
、
女
性
宮
家
の
創
設
等
に
つ
い
て
、
皇
族
（
女
子
）
方
の
御
年
齢
か
ら
し
て
も
、
先
送
り

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
法
（
高
齢
退
位
）
施
行
後
、
速
や
か
に
・
・
・
検
討
を

行
い
・
・
・
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
政
府
が
更
め
て
有
識
者
会
議
を
開
き
、
そ
の
報
告
書
に
基
づ
き
政
府
案
を
纏
め
て
国
会
に
報
告
し
、

与
野
党
の
協
議
が
今
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
「
皇
族
数
の
確
保
」
三
案
の
う
ち
、
「
皇

族
女
子
が
結
婚
後
も
皇
室
に
留
ま
る
」
こ
と
の
で
き
る
法
改
正
の
実
現
に
こ
そ
努
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
し
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
皇
女
の
敬
宮
愛
子
内
親
王
（

歳
）
が
結
婚
し
て
新
宮
家
の
当
主
と
な
り
、
皇
族
と
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し
て
の
公
務
分
担
も
続
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
は
決
し
て
皇
位
の
継
承
を
目
的
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
上
皇
陛
下
は

歳
で
譲
位
さ
れ
た
が
、
も
し
今
上
陛
下
（

歳
）
も

歳
で
高
齢
譲
位
さ
れ
る
と
仮
定
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す
れ
ば
、
そ
の
二
十
年
間
に
皇
族
と
し
て
ご
両
親
の
両
陛
下
を
最
も
身
近
に
支
え
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
き
な
意
味

が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
（
関
連
し
て
二
〇
日
の
別
稿
も
参
照
し
て
頂
き
た
い
）
。
（
令
和
七
年
十
二
月
二
十
三
日
）


